
木造たてもの調査室（空き家診断）（有限会社E.N.N） 発表資料

課題 これまでの「空き家バンク」という中性的なデータベースでは、そのあとの関係メンバー（所有者、自治体、提携団体、利活用者）の行
動、判断を誘発するに至らなかったのではないか

目的 関係メンバー（所有者、自治体、提携団体、利活用者）の行動判断、そして利活用に結びつく情報化手法の確立

取組内容 【1】＜調査フローの整理・システム化＞
【2】＜調査モデル事例の公開準備と選定、基準と要件の整理＞
【3】＜モデル調査の実施＞
【4】＜調査事例のプロセス公開と報告のサイトのリリース＞
【5】＜利活用サポート事業への橋渡し＞

成果 1)金沢市、珠洲市での調査室活動のアナウンスと空き家対策の認知の普及
２）珠洲市において自治体と協働した調査実績（珠洲エリア５件、金沢エリア３件）
３）実施された調査から抽出された調査要件リスト
４）調査フロー（金沢モデル、珠洲モデル）の整理・各地の「空き家バンク」を補完する「調査室」という考え方
５）R不動産、reallocalという、メディアサイト公開とそこからの反響

アクションとタスク 所有者 調査室・R不動産 利活用者A（空き家＝安い） 利活用者B（空き家＝自由）

「空き家」の認識
アクションの決断
バンク（等）登録の準備
空き家調査委託 空き家調査受託

現地立ち会い 物件調査

調査結果リポートの作成
R不動産・リアルローカルサ
イトへの公開

物件検索・検討

物件検索・検討
問い合わせ対応 問い合わせ対応 問い合わせ

問い合わせ

交渉対応 仲介 申し込み・交渉
申し込み・交渉

契約 契約
契約

改修・活用フォロー（提
案・設計・施工監理）対応

改修（リフォーム）

改修（リノベーション）

「調査室」パッケージ
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木造たてもの調査室（空き家診断）（有限会社E.N.N）

• 空き家調査室の活動自体を告知する広告媒体を制作・配布
（２０２１．９～１０）

– 新聞折り込み：3万部

– 目的

• 「空き家」という「対象の認知」

• 「空き家対策」という「方法の認知」

– 手段

• 敢えて「遅く、重い」メディアである「紙媒体」を使うことで高
齢者などへの情報のバリアフリーを考えた。

– 効果

• 関係協力者による配布による、「安心の手渡し」

• ウェブメディアとの連携による、間口の多様化

• 問い合わせのエリア性から、逆にエリアの特性が分かる

• 金沢R不動産、realrocalサイトにコラム、紹介記事をアップ
（２０２１．９～）

– 効果

• 全国各地からの問い合わせ（物件、手法とも）

• エリア外への波及効果を確認

• 他普及活動：

– 新聞掲載や金沢SDGs（官民団体）展示会やオンラインプレゼンイベントへ
の参加

１）金沢市、珠洲市での調査室活動のアナウンスと空き家対策の認知の普及
５）R不動産、reallocalという、メディアサイト公開とそこからの反響
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木造たてもの調査室（空き家診断）（有限会社E.N.N）

• 珠洲市における空き家調査室の試行的活動
（２０２１．８～２０２２．２）

– 目的

• 自治体との協働における課題と可能性

• その中での調査室フローの検討

– 内容

• 8月下旬：珠洲市企画財政課への打診

• 9月9日：調査業務連携のミーティング

• 10月8日：珠洲市役所での空き家活用に向け
た意見交換会

– 参加者：珠洲市、のと宅建取引業組合、
地域工務店、地域建築士会、商工会議
所、E.N.N.

– 珠洲市の空き家バンクと調査室の連携
検討

• 11月～12月：5件の空き家調査実施

• 12月～2月：調査報告書作成、追加調査など

– 今後の展望

• 整理されたフローにより、行政、組合との連携
を重ねていく方向へ

２）珠洲市において自治体と協働した調査実績
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木造たてもの調査室（空き家診断）（有限会社E.N.N）

01 建築概要書

建築概要

規模

法規

設備

02 事前調査編
ヒアリング調査

資料調査

03 現地調査編
地域調査（基本的な査定業務内での調査報告）

定期調査報告書 → 特殊建築物のみ

（既存建物状況調査調査報告書 → オプション）

実測調査図面

法適合性判断

（部分解体を伴う調査→オプション）

調査写真（場合によっては動画も併用）など

04 所見編
増改築経歴モデル図

宅建士所見

建築士所見

05 構造編
構造所見

耐震診断

06 活用提案編
◯第一行動判断ステップ（どのように活用していくか、今後の方針を決める）

◯第二行動判断ステップ（いくつかの？方針での比較検討）

３）実施された調査から抽出された調査要件リスト

物件の市場
情報化

所有者コンサ
ルティング

活用誘発
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木造たてもの調査室（空き家診断）（有限会社E.N.N）

４）調査フロー（金沢モデル、珠洲モデル）の整理
・各地の「空き家バンク」を補完する「調査室」という考え方
金沢モデル分析

関係メンバー 所有者 調査室・R不動産 利活用者A（空き家＝安い） 利活用者B（空き家＝自由）
意向・希望 空き家に手をかけたくない 仲介・改修のビジネス 安い家が手に入るの？ 金沢という地域がいい

お金になるか→なるべく早
く・高く

新しい仕事の創出 そのまま住めるの？ 空き家の自由がいい

何をどうしたら良いかよく
わからない

社会的貢献＋事業 そのまま使えるの？ 苦労は承知している

リノベーションの受注
ライフスタイルに合わせた
リノベーション

相続で税金がかかるのは嫌
だ

お金はないの。 お金必要なら用意する。

アクションとタスク 所有者 調査室・R不動産 利活用者A（空き家＝安い） 利活用者B（空き家＝自由）

「空き家」の認識
アクションの決断
バンク（等）登録の準備
空き家調査委託 空き家調査受託

現地立ち会い 物件調査

調査結果リポートの作成
R不動産・リアルローカルサ
イトへの公開

物件検索・検討

物件検索・検討
問い合わせ対応 問い合わせ対応 問い合わせ

問い合わせ

交渉対応 仲介 申し込み・交渉
申し込み・交渉

契約 契約
契約

改修・活用フォロー（提
案・設計・施工監理）対応

改修（リフォーム）

改修（リノベーション）

「調査室」パッケージ
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自治体と連携する珠
洲モデルとそれ以外の
民間事業活動としての
金沢モデルそれぞれ
で調査室のパッケージ
を位置づけと分類した。

１）金沢モデル
→所有者と利活用者
を媒介する市場情報
化に加えて、所有者お
よび利活用者への提
案・コンサルティングを
重点的に考える構造

２）珠洲モデル
→地域との協働を前
提に、それを補完する
市場情報化を強くア
ピールする構造

所
有
者
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木造たてもの調査室（空き家診断）（有限会社E.N.N）

４）調査フロー（金沢モデル、珠洲モデル）の整理
・各地の「空き家バンク」を補完する「調査室」という考え方

珠洲モデルの分析

関係メンバー 所有者 珠洲市 調査室・R不動産 のと宅建 利活用者A（空き家＝安い）

意向・希望 空き家に手をかけたくない
空き家の少ない地域にした
い

仲介・改修のビジネス 受注になるのか 安い家が手に入るの？

お金になるか→なるべく早
く

移住者（税収）が増えるか
もしれない

新しい仕事の創出
助成・補助金・委託になる
か

そのまま住めるの？

何をどうしたら良いかよく
わからない

私有物件にはタッチしたく
ない

社会的貢献＋事業 仕事ならやる そのまま使えるの？

相続で税金がかかるのは嫌
だ

バンクに乗せるところまで
が仕事

リノベーション設計の受注 できれば面倒でない範囲で お金はないの。

地域業者への受注 仲介までが仕事

アクションとタスク 所有者 珠洲市 調査室・R不動産 のと宅建 利活用者A（空き家＝安い）

制度準備
「空き家」の認識 バンク登録の呼びかけ
アクションの決断
空き家調査申し込み 空き家調査委託 受託者選定

調査受託
現地立ち会い

調査結果リポートの作成 調査結果シートの作成
調査結果をバンクに登録・
公開

物件検索・検討

R不動産・リアルローカルサ
イトへの公開

問い合わせ対応の委託

問い合わせ対応
問い合わせ対応（仲介）

問い合わせ

問い合わせ対応（仲介）
交渉対応 仲介対応 申し込み・交渉

仲介対応
契約 契約

改修フォロー（提案・設
計・施工監理）対応

改修（リフォーム）

「調査室」パッケージ

6

所
有
者
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

物
件
の
市
場
情
報
化

活
用
誘
発


